
切端に達した時、

親方と坑夫長たちの間から、

不審そうな声が同時にあがった。

切端附近の様子がすっかり変わっている。

技手たちも、驚きの声をあげて切端を見つめた。

荒い肌をしているはずの切端の岩壁が、

鋭利な刃物ででも切ったように平坦で、

しかも光沢をおびている。

「なんだ、これは・・・・・・。ピカピカ光っている」

工夫長が、薄気味悪そうにつぶやいた。

「 もしかすると、断層鏡面かも知れぬ」

地質専門の広田が、

切端に視線を据えながら言った。

「キョウメンのキョウは鏡ですか。たしかに鏡のようだ」

若い技手が、呆気にとられたように立ちすくんだ。

支保工長の口から、突然、短い叫びが起こり、

他のものたちは、ぎくりとしてかれの顔に眼をむけた。

支保工長は、切端の左の部分を指している。

顔は蒼白だった。

かれの指さす部分に眼をむけた広田たちの口からも、

同時に驚きの声があがった。

そこには、信じられぬ情景がみられた。

吉村昭『闇を裂く道』1987 年 文芸春秋より

Cliff Edge Project 半島の傷跡

主催：クリフエッジプロジェクト

後援：函南町　函南町教育委員会　美しい伊豆創造センター　伊豆半島ジオパーク推進協議会

助成：公益財団法人 福武財団　公益財団法人 野村財団　公益財団法人 朝日新聞文化財団

協力：渓月山 長光寺　有限会社中村園芸　伊豆経済新聞　ジオガシ旅行団　酪農王国オラッチェ

柿沼忍昭　大坂規久　塩崎敬子　鈴木雄介 ( 順不同・敬称略 )

以下の皆さまよりクラウドファンディング READYFOR？及び個別のご寄付にて支援をいただきました。

青木千秋　青木良平　秋元瑞穂　淺野純人　浅宮信一郎　足立陽平　綾部剛　荒木慎也　安斉芳之　池ヶ谷知宏

石川琢野　市来広一郎　伊藤啓太　伊東千明　岩本いづみ　大坂規久　大橋千恵子　大橋まゆみ　大畑祐希

大山展弘　金廣有希子　金子千恵　釜谷保徳　神村誠　川村元紀　北岡竜行　木原由実　久住朱美　工藤悦子

黒野裕一郎　小林英治　小松浩二　近藤圭　齋木莉瑛　坂本憲一　坂本純子　佐野裕美　佐野洋平　塩崎敬子

四宮浩司　清水玲　鈴木雄介　住裕子　住史子　千賀基央　副島章弘　傍嶋賢　傍嶋みき　高橋宏規　田中稔彦

丹野順一　角田美佐子　東間章記　遠野秀子　戸田柳平　富川智子　冨川友秀　長尾仁史　中江章喜　中川亮一

中島淳　中津邦仁　行貝チヱ　野地裕実　野村奈央　橋場佑太郎　羽原康恵　ひだクリエイト協会　平井宏典

平石もも　藤登崇紘　藤山恵　松井晃子　松井真理子　松下理恵子　松田孝子　丸山泰正　丸山良平　三田良美

南幹夫　宮本沙欧里　村田憲治　室元明　八住敦　彌永秀一　山内利秋　山崎ナナ　柚木康裕　横山明男　吉川馨

若月朋子　渡邊利興（敬称略・50音順）

企画・制作：住康平　マネジメント：住麻紀　原田康補

モニュメント制作：白石博一　遠藤高史　遠藤正美　近藤正樹　鈴木政希　千賀基央　原田陽輔　山中康誌　緑川毅

制作アドバイス：青木伸介　伊藤啓太　杉崎匡史　

映像制作：KURUBUSHI-WORKS（原田康補＋瀬戸照済）住康平　住麻紀

出演：相澤功　石川美代子

取材協力：加藤活司　加藤正子　川上大二郎　中村康宏　行貝チヱ　森康俊　

資料提供：石川雅道 (故人 )　石川美代子

写真（バナー）：内野利江子

マップ制作：住麻紀　株式会社 BACCO

サインバナーデザイン：神村図像設計

広報物デザイン：神村図像設計　塩崎敬子デザイン事務所

映像作品「北伊豆地震とわたし」

相澤功さん（９０歳）

7歳の時に函南町桑原（現函南町桑原）にて被災。北伊豆地震によって地元の小学校の校舎が全壊したこ

とが記憶に残っている。丹那トンネルの開通とそれに伴う函南駅の開業によっ て地域の人々の暮らしは

大きく変わった。函南駅のおかげで地域は過疎化を免れていると感じている。 

石川美代子さん（８８歳）

４歳の時に韮山村奈古谷（現伊豆市奈古谷）にて被災。地震で家の畑が家屋になだ れ込んできた時の記

憶が残っている。丹那に嫁いでからは酪農や熱函道路の建設で発展していく丹那の様子を目の当たりにし

ながら、毎日忙しくひたすらに農家の生活を送ってきた。 



北伊豆地震と丹那断層

北伊豆地震は、１９３０年（昭和５年） １１月２６日午前４時２分に発生した直下型の地震。地震の規模を示す

マグニチュードは７．３。震源地に近い静岡県三島市では、震度６の烈震を観測した。震源地は丹那盆地付近。

箱根峠の南からはじまり、丹那盆地を通り、南の伊豆市へ伸びる北伊豆断層帯の中でも最も大きい活断層、丹那

断層の活動により生じた。丹那断層は、過去８０００年間に９回の地震を引き起こしており、平均１０００年間

隔の周期で大地震を起こすと言われている。この地震で丹那断層は、上下に２.４m ずれ、北へ２.７m 移動した。

地震発生が早朝だったため火災は少なかったが、死者・行方不明者２７２名など大きな被害を出した。人的被害

が目立ったのは狩野川に沿った地域で倒壊家屋が多く、人口７４００人あまりの韮山村（現・伊豆の国市） では

家屋の全壊率が４０％に達し、気象庁の統計によると全壊４６３戸、半壊４２０戸、死者７６名、負傷者１５２

名を記録した。この地震が起きる前には、伊豆半島沖を震源とする非常に多くの群発地震が発生していた。

丹那トンネル

丹那トンネルは東海道本線の熱海駅～函南駅間にある複線規格のトンネル。総延長７,８０４m。トンネル工事は、

１９１８年（大正７年） に着手され、１９３４年（昭和９年）に総工費２,６００万円（当時）で完成、開通した。

この１６年にわたる工期の長さと膨大な工費、度重なる事故によって出た犠牲者の数（６７名）が難工事を象徴

している。トンネル掘削では、大量の湧水が出たが、多数の水抜き坑を掘って地下水を抜く方法がとられた結果、

トンネルの真上に当たる丹那盆地では、工事の進捗につれて地下水が抜け水不足となり住民の抗議運動も過激化

した。かつては山葵田もあった丹那盆地の豊富な湧水は失われ、丹那地区は酪農への産業転換を迫られることに

なった。１９３０年（昭和５年）、三島側から掘り進んでいたトンネルが、明瞭な断層に到達した。断層を突破す

るため水抜き坑が掘削されていたまさにその時、その断層を震源とする地震（北伊豆地震）が発生した。ある水

抜き坑では、横にずれて坑道一杯にきれいな断層鏡面が現れた。北伊豆地震では工事中の丹那トンネルそのもの

にはほとんど被害がなかった。

「半島の傷跡」展について

この展覧会では、丹那盆地の北西にあるギャラリーKURUBUHI-BASE と南東にある寺院渓月山長光寺を鞘堂に

見立て、その中にモニュメントを設置しています。

1930 年（昭和５年）に発生した北伊豆地震で、震源である丹那断層が南北に左横ずれを起こした際、断層の西

側（KURUBUHI-BASE 側）は南へ、東側（長光寺側）は北へずれたことから、このモニュメントは、そのずれの

方向を指し示す矢印となっています。モニュメントがそれぞれ赤と青で着色されているのは、方位磁針の色から

着想し、北側は赤、南側は青という風に、針に施された色を表しています。

地震発生時、丹那盆地の直下を掘り進めていた丹那トンネルの工事では、断層のずれによって坑道が曲がり、そ

こでは岩盤が摩擦を起こし、岩肌が鏡面のような表情を見せる「断層鏡面」という現象が観測されました。

２つのモニュメントの片側の面には、それぞれ、左官の工法である現代大津磨きと漆芸の工法である呂色仕上げ

による鏡面仕上げが施されていますが、それぞれのモニュメントが面合わせになる側を断層鏡面に見立ててこの

ような仕上げにしています。モニュメントは、この鏡面が断層線に平行になるよう設置されています。

今回、KURUBUHI-BASE 側のモニュメントは、茨城県の左官職人、白石博一さんの指導の下、地元の左官職人、

遠藤正美と鈴木政希が、白石さんとともに現代大津磨きに挑戦して完成させました。現代大津磨きは、従来の大

津磨きと工法が異なり、完成した表情もシャープでくっきりした映り込みを生みます。それに対するほかの面は

掻き落としの技法により荒々しい表情を見せています。

KURUBUSHI-BASE 会場展示

モニュメントMirrorWork-GEO RED　木材、構造用合板、シーラー、石膏系接着剤、下地塗材、石灰、砂、弁柄

三角柱のうちW3600mm×2 面、W1000mm×1 面、H2400mm
長光寺会場展示

モニュメントMirrorWork-GEO BLUE　木材、ランバーコア、漆、顔料、麻布、地の粉、砥の粉、豆腐

三角柱のうちW3000mm×２面、W1000mm×１面、H2000mm
書籍資料

『駿豆震災誌』静岡縣警察部　昭和 6 年　　『北伊豆地震概報』中央気象台　昭和 5 年　　『北伊豆地震報告 全 2 巻』中央気象台　昭和 5 年

『丹那トンネルの話』鉄道省熱海建設事務所　昭和 8 年　　『丹那地域風土記』丹那地域風土記編集委員会　昭和 45 年

『昭和５年の北伊豆地震に学ぶ』田方郡町村会・教育長会・校長会・教育研究会　昭和 56 年

『闇を裂く道』　吉村昭著　昭和６２年　新潮社　　『伊豆の大地の物語』小山真人著　平成２２年　静岡新聞社

資料写真ボード「丹那トンネル開通まで」

資料写真ボード「北伊豆地震と丹那のくらし」

出典：上記書籍資料と石川美代子さん提供による故・石川雅道さん撮影の写真資料より

写真「丹那盆地の眺望」　撮影： 内野利江子

映像作品「北伊豆地震とわたし」 　出演：相澤功　石川美代子　撮影 : 瀬戸照済・原田康補 　編集： 住康平・瀬戸照済

これに対し、長光寺側のモニュメントは、今回の展覧会の企画者である住康平が、漆芸の呂色仕上げによって完

成させたものです。漆芸の技法は、木地から仕上げまで何層もの工程を重ねるものです。表面に麻布を貼り、蒔

地という技法によって面を強固にし、砥石でその面をひたすら平滑に研ぎ出します。仕上げに色漆を塗り、砥石

をどんどん細かいものにしていきながら、最後は磨き粉を手の平につけて磨くと、鏡のような艶と反射が生まれ

ます。鏡面仕上げの面とそれ以外の荒々しい面の表情の違いが左官壁同様コントラストを生んでいます。

それぞれの会場で、モニュメントがどのように展示されているかに注目していただき、両会場を移動する際には、

２つの会場の盆地における位置関係や盆地の地形、断層の方角を意識していただけると、このモニュメントの意

味が理解できると思います。
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